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テーマ①：土木構造物・建物の点検

【建物】

一関市・・・・・・・・・・・・・Ｐ１
山北調査設計（株）・・・Ｐ３



◇⾏政財産の建物系施設
（建物を有する施設）

▶施設数 ８２５施設
▶棟 数 2，５６９棟
▶延床⾯積 ７１２，３９８㎡

※⼀関市公共施設⽩書より（平成29年10⽉作成）
平成27年4⽉1⽇現在の保有量（ただし、平成27年度中に解体した施設

等は除いた数値）

築31年以上
全体の39.9％！

【一関市の現状】

Ⅲ．基本的な考え方

Ⅳ．個別施設ごとの長寿命化計画

「インフラ長寿命化基本計画」
より抜粋
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【一関市の課題】

・個別施設の状態の把握手法が確立されていない。
・不具合が生じてからの事後保全的な対応が多く
なっている。
・今後は、予防保全的な対応を図っていくために、
定期的に個別施設の状態把握を行い、メンテナンス
サイクルの構築を図りたいが、保有施設数が多いため、
１施設当たりの点検・診断に掛ける業務量と経費を
抑えた効率的な方法を採りたい。

個別施設の状態の把握
・劣化、損傷の状態や要因等
・点検項目、実施時期や回数、
劣化診断の方法など

効率的
（過度の業務量の増大

は避けたい）

国の求める要件への
合致

安価
（点検・診断に高額な
予算はかけられない）

メンテナンスサイクル
の構築

効率的かつ安価に点検・診断を図るための方法が必要
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